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①災害等に対して脆弱な
道路ネットワーク

・起 終 点：山口県萩市下田万

～島根県益田市戸田町
・延 長 等：7.1km 

（第1種第3級、2車線、80km/h）
・全体事業費：約370億円
・計画交通量：約9,100台/日
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し も た ま

図1 広域図

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,100台/日 約1,500台/日 約4,500台/日

写真2 交通事故状況

２．課題

３．整備効果

一般国道１９１号（山陰自動車道）益田・田万川道路に係る新規事業採択時評価
さんいん

１．事業概要

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.3
（0.4）

5.9%
（0.1%）

2,101億円※2

（273億円※2）
2,787億円※2

（122億円※2）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

やまぐち

しまね

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR:経済的内部収益率 ※2：基準年（令和２年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、 下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

②高次救急医療機関へのアクセス

③物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・島根県では県内唯一の国際港である浜田港
の利用促進に取り組んでおり、平成３０年に
合板生産拠点の拡張造成を実施。

・合板生産拠点で使用する木材は、約３割を
九州地方から輸送。（図7）

た ま が わ

図3 通行止め発生状況、事故発生状況

図5 高次救急医療機関への30分圏域

ま す だ

山口県
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鳥取県

広島県

島根県

益田・田万川道路
ま す だ た ま が わ

田万川トンネルでの事故

図2 事業位置図

効果１ 信頼性の高い道路ネットワークの確保[◎]

効果３ 物流効率化により地域産業を支援[◎]

効果２ 救急医療活動の支援[◎]

た ま が わ

・国道１９１号は、山口県萩市と阿武町及

び島根県益田市を最短で結ぶ幹線道路

であるが、急峻な山地を通過し土砂災害

警戒区域や河川の浸水想定区域等の

災害危険箇所が存在。災害発生時には

代替路がないため広域迂回（通常の約４

倍、Ｈ２５の豪雨災害時の迂回）を強いら

れる状況。(写真1、図3、図4)

・萩市東部の旧須佐町及び旧田万川町には

高次救急医療機関がなく、重篤患者の救急

搬送は隣接する益田市の二次救急医療機

関に依存。(図5、図6)

・現道課題の多い搬送ルートを利用せざるを

得ない状況であり、線形の厳しい箇所等を

緊急車両が走行する際は、患者への負担

が懸念。(写真3)

・災害等による交通障害や道路寸断時の広域迂回を解消。

・高次救急医療機関への搬送３０分圏域の拡大。
・緊急搬送時の走行性、安全性が向上。

・九州から浜田港への移動時間を短縮。

写真1 浸水状況

写真4 原木輸送の状況

至 萩市

至 浜田市

図7 原木仕入先

浜田港（海

外・国内）, 

34.1%

九州地方, 

32.9%

島根県, 

20.8%

中国地方, 

12.2%

約293
千m3/年

九州地方から
約3割(96千m3)

やまぐち はぎ あ ぶ ちょう
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○萩市田万川支所～益田市役所の広域迂回（災害時） 【現況】１１２分 ⇒ 【整備後】２６分

○二次救急医療機関への３０分カバー圏域 【現況】９％ ⇒ 【整備後】１３％
○救急搬送時に通過する線形の厳しい箇所 【現況】６箇所 ⇒ 【整備後】０箇所

○中国道小月ＩＣ～浜田港の移動時間の短縮 【現況】１９０分 ⇒ 【整備後】１７１分

中国自動車道
小月ＩＣ

約156km 約190分 浜田港

図8 九州方面から浜田港までの所要時間

※H27道路・街路交通情勢調査の混雑時速度より

はぎ ますだ

はまだ

おづき はまだ

図4 通行止め時の迂回状況（H25災害時の迂回）

通常時
30分
21km

萩市
田万川支所

益田市役所

迂回時
112分
89km

N

※H27道路・街路交通
情勢調査の混雑時旅
行速度を使用し、益田
市役所～萩市田万川
支所間で算出

写真3 線形の厳しい箇所

図6 旧須佐町・旧田万川町から
の方面別救急搬送件数（H30)

※西日本合板組合提供・主な輸送経路である国道１９１号は線形の厳
しい箇所や幅員狭小トンネルが存在し、走行
性が悪く、輸送効率等に課題。(写真4)

しま ね はま だ

た ま が わ ちょうはぎ す さ ちょう

・現道の課題箇所を回避し、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを確保。

・高次救急医療機関へのアクセス性向上により、救急搬送などの救急医療活動を支援。

・重要港湾への道路ネットワーク確保による、物流効率化により地域産業を支援。

幅員狭小トンネル

※H27道路・街路交通情勢調査の混雑時速度より
【現況迂回ルート】過去災害で国道191号が通行止めになった時の迂回ルート
【整備後】益田・田万川道路、益田西道路利用ルート（対象区間は設計速度80㎞/hで算出）

益田市への搬送
269件/年

旧須佐町

山口県

島根県

※H27道路・街路交通情勢調査の混雑時速度より
【現況】現道利用ルート 【整備後】俵山・豊田道路、木与防災、益田・田万川道路、益田西道路、
三隅・益田道路利用ルート（完成2車線区間は設計速度80㎞/h、暫定２車線区間は70㎞/hで算出）

益田市
88% (269件)

益田市へ
の搬送が
約9割

※H30年度国道191号を経由した搬送実績

凡例
10分以内
10～20分
20～30分
30分以上

旧田万川町

※30分圏域の割合（カバー面積率）：益田市における第二次救急医療機関からの
30分時間圏域内にある旧須佐町・旧田万川町の面積/総面積

至 萩市

至 浜田市

人形トンネル坑口

至 萩市

至 浜田市

その他
12%(38件) 

ますだ

二次救急
医療機関

改善
ペア数

脆弱度 累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

23
(2)

0.92［C］
（0.86［C］）

0.38［C］
（0.87［C］）

▲202.61
(▲4.68)

0.08
(0.07)

0.70
(0.00) ○
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）山陰自動車道 浜田JCT～小月JCT
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：広域拠点 ：Ａ

：交通拠点 ：Ｂ

：地域拠点 ：Ｃ

：被災拠点 ：Ｄ
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写真2
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凡例

防災点検要対策箇所

災害による通行規制発生箇所
（H22～R元）

事故による通行止め発生箇所
（H22～R元）

死亡事故発生箇所
（H22～R元）

平面線形の厳しい箇所

縦断線形の厳しい箇所

土砂災害警戒区域（土石流）

土砂災害警戒区域（急傾斜地）

土砂災害警戒区域（地すべり）

洪水浸水想定区域

・線形の厳しい箇所や幅員狭小トンネルが存

在。過去１０年間では、事故による通行規制が

３回発生しており、延べ約１８時間の通行規制

が発生。(写真2、図3)



凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所（H22～R元）

通行止め箇所（事故）（H22～R元）

通行止め箇所（災害）（H22～R元）

防災点検要対策箇所

平面線形の厳しい箇所（R＜150m）

縦断線形の厳しい箇所（i＞5%）

交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査）

市街地（集落）

県境界線

車線数（2車線/4車線）

洪水浸水想定区域

交通量台/日

全体延長 ：7.1km
土工延長 ：3.8km(53％)
橋梁延長 ：0.9km(13％)
トンネル延長：2.4km(34％)
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一般国道１９１号（山陰自動車道）益田・田万川道路に係る新規事業採択時評価
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